
　バイオセンサは，生体の有する優れた分子識別機能を活

用し，これと電極，半導体，光検出素子などのデバイスか

ら構成される計測装置である。特に生体や環境などの状態

を分子レベルで精密に理解できるため多くの有益な情報を

与える。図に示すように臨床診断，環境モニタリング，食

の安全安心などのためのバイオセンサが種々研究開発され

ている。

　バイオセンサは，糖尿病診断のための血糖値センサとし

て開発された酵素センサに端を発している。印刷電極と酵

素とメディエーター分子を配置することにより，簡便かつ

迅速に1滴の血液試料から前処理なしに直接，被験者自身

で診断できるようになっている。そのため，糖尿病の患者

さんが登院することなく在宅で自己診断，治療（インシュリ

ン投入）ができるシステムとして確立され，この世界市場

は，1兆円規模となっている。現在では，皮下の浸出液中

のグルコース濃度を測定できるようにパッチ状に電極を貼

り付けて連続モニタリングできるようなバイオセンサも商

品化され，糖尿病のモニタリングに限らず，色々な応用も

示唆されている。

　バイオセンサ研究は，こうした電気化学の手法を用いた

デバイスから始まっているが，現在では，蛍光，発光など

の光学手法も多く実用化されている。また，半導体加工技

術を活用したマイクロ流体デバイスは，微量な試料を移

送，分離，反応，検出などの操作を実現するものとして利

用されている。21世紀に進展したナノテクノ

ロジーは，バイオセンサ研究の底上げに大きな

貢献をしている。Web of Scienceによる学術論

文の状況を見ると，2000年には4%程度だった

ナノテクノロジーを活用したバイオセンサ関連

の論文が，2017年には，約60%に達している。

特に，カーボンナノチューブ，金属ナノ粒子，

半導体ナノドットなどナノ材料の貢献が大き

い。また，局在表面プラズモン共鳴，電界効果

型トランジスタ，1分子イメージングなどのナ

ノ計測デバイスを用いたバイオセンサ研究も多

くなされており，感度などの性能向上に貢献し

ている。

　一方，Society 5.0に象徴されるように先端的

な情報ツールを用いてスマート社会に向けた技術革新とそ

れによるより安全安心なライフスタイルへの貢献も期待さ

れている。バイオセンサにおいてもウエアラブルデバイス

やスマートフォンなどに搭載し，ヘルスケアモニタリング

をおこなう研究開発もおこなわれている。汗，唾液，涙な

ど血液を用いずにストレスや生活習慣病の因子を測定さ

れ，その活用が始まっている。

　こうしたバイオセンサは，医療診断に限らず，今後ます

ます我々の生活の中に日常的に使われていくようになれば

と期待している。特に，バイオセンサ技術が有する優位な

利点を生かした展開がなされ，いろいろな現場で社会実装

されることを願っている。
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